
アメリカ合衆国フロリダ州のエバーグレーズ湿地の州の復元計画が EPA によって承認 

 

 

エバーグレズは全米有数の湿地ですが､内部の農地等開発や周辺の都市開発に伴う汚染水の流入に

よる環境面の劣化が問題とされてきました。湿地を復元する州と連邦の努力は､予算の不足、法律的な

課題及び政治的な争いによって進捗がはかばかしくありませんでした。 

このような状況の中で､州の８億８０００万ドルの新しい計画が連邦の Environmental Protection 

Agency(EPA)(環境保護庁)によって６月１３日に承認されたとの報道がありましたので紹介します。 

計画は､従来実施されていたものに加え、１２年間で新しく、リンの除去のための､処理エリアと水の

貯留エリアの設置が行われるとのことです。この計画の実施により訴訟の解決も期待されているとの

ことです。環境保護団体は､期待を寄せているとのことです。また、事業の実施による､雇用の創出と

経済的効果も期待されているとのことです。 

予算確保の課題は残されているとのことですが､この計画により､復元に伴う上記の種々の問題も整

理され､進捗が図られるものと期待しています。 

 

 

■報道のサイトは以下参照 

http://www.google.com/hostednews/ap/article/ALeqM5g2B5RhZq1eNYk6HXHmH98_ejCAiA?docId=7730e8b124f14523aa8704bf4593728b  

 

 

■少し古いものですが､経過等については､以下にある報告書が詳しく述べられています。ご参考にして下

さい。 

http://www.nap.edu/catalog.php?record_id=12988 

 

 

Progress Toward Restoring the Everglades: 

The Third Biennial Review - 2010 
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